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1. ASPP1 と ASPP2 の mRNA 発現量は p53 野生型がん細胞で減少し、p53 突然変異型がん細
胞で減少しなかった。  







1. ASPP1 と ASPP2 のよる p53 のがん抑制機能を影響することを認められた。  
2. 内生の iASPP の抑制は野生型 p53 があるがんにおける、p53 のアポトーシス活動を再
開するための新しい戦略であることを示唆された。  
3. がん細胞死誘導タンパク質の投与が有用であることが明らかにされた。  
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